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一色城跡の発掘調査では、室町時代から江戸時代にかけての遺構の下
から、古墳時代や奈良時代の遺構が見つかっています。遺構の種類は竪
穴建物跡や溝が主なもので、これらは集落の一部であると考えられます。 
７月から進めてきた 19A 区は９月半ばに終了しました。この調査区
の東半部では竪穴建物跡が多数見つかっています。一方、調査区中央か
らやや西では、幅約1.4m、長さ約25m以上の溝を確認しました。この
溝は東西２か所でカーブして、調査区北側の方へ続いているようです。
ちょうど競技場のトラックのようにぐるりと一周しているかもしれま
せん。また、溝からは古墳時代後期（７世紀、飛鳥時代ともいいます）
の須恵器や土師器が多数出土したので、この頃に機能して埋まっていっ
たものと推測されます。なかでも土師器の甕は、口縁から底部まで大部
分の破片が残っているのが注目されます。

 

図（左） 一色城跡19A区で検出された溝と竪穴建物跡群（西上空から） 

 （右）古墳時代後期の溝から出土した土師器の甕 
 


